
§式先生 ,正井先生 の海外 出張

式先生は昭和 47年 3月 7日よb,文部省在外研究員 として 1年間の予定で欧米に出張された｡

3- 5月中旬まで西 ドイツの ミュン-ン大学 ,5月～ 7月下旬までスウェーデンのウフサラ大雪 7

月～ 10月下旬までカナダのマクギ,,L,大学 (この間 ,モント1)オールで開催された国際地理学会議

に出席 ),II- 3月上旬まで了メ7)カの71)ゾナ大学に席をおかれ ,主に気候地形学について研

究 されている0 3月 6日に帰国の予定｡

正井先生は昭和 47年 7月 28日より9月 1日まで国際地理学会議に出席の為カナダ ,アメリカ

- ,同 16日より28日までユネスコ･国際地理学連合共催の地理教育国際会議に出席の為シンガ

ポール- ,12月25日よb昭和 48年 1月 7日まで研修指導のためヨーロッパ各国-それぞれ出

張 されたo (鈴木記 )

学 会 関 係

日本地理学会 1972年度春季大会は4月 2日から5日にかけて駒沢大学を会場にして行恵われ

た. 4月2日｡3日には総会と ｢学会vcおける研究委員会総括会｣, そして4会場に分かれて 124

の一般研究発表が行なわれた｡本学か らは浅井辰郎先生 と瀬尾由紀さんが連名で ,｢日本 ･外国の

I930-60年代問におけるカロ1)一法土地生産力の上昇量｣と題 して発表された04月4日･

5日は巡検にあてられ ,第 1,班 '.鹿島臨海工業地帯 ,第 2班 :三浦半島 ,第 3班 :多摩ニュータウ

ン ･相模原 ,第4班 :束京北郊の4班に分かれて行表われたO

日本地理学会秋季大会は 10月 8日～ 11日に山形大学を会場にして行なわれたo この大会では

2つのシンポジウムと45の一般研究発表 ,そ して 2つの巡検が行なわれたo シンポジウムのテー

マは ｢河川の地理学 とその応用 ｣,｢中心地 としての地方の都市 一 国土の変貌と地方の中心都市

の構造 ,役割の変化 - ｣というもので ,活',iつな討論が展開された｡巡検は当初 ,第 1班 :蔵王

火山周辺 ,第 2班 :乱川扇状地 ,第 3班 :出羽三山の 3つが予定 されていたが ,第 2班が定員に満

たをかったため忙中止 と夜D,第 1班 と第 3班が 10月10日･11日の両 日にわたって行われた0

本年の日本地理学会か例会で本学関係者の行浸った研究発表は以下の通 Dであるo

内藤博夫 :米沢市の人口動態 と工業労働力 (2月例会 )

本沢みどり･浅海重夫 :下総台地南半部におけるやつだの地形 と谷底土壌 との関係につVlて
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(5月例会 )



正井春夫 :近代化の過程VCおけるタイと日本の最卓越都市 (6月例会 )

浅井辰郎 :赤外放射温度計vcよる′j＼気候の観測例と補正例 (2月例会 )

おわび と追加

前号の学会関係記事の中で ,1971年度日本地理学会春季大会における式 正英先生の研究発

表 ｢梓川 ･蒲田川流域の谷床地形 と水系発達｣が落ちてしぜいました.不手際をおわびするとと･も

に追加させていただ きます｡

(内藤記 )

お 知 ら せ

1. 校稿規定

o お茶の水女子大学地理学科卒業生及び旧 ,現戟員は本誌に投稿することができますo

o 用紙は横書き400字詰原稿用紙とします｡

o 投稿の範囲 ,内容は特に規定LTiせんが ,研究論文 ･調査報告 ･近況報告 ･ずい等をど

お原頁hL浸すo

o 論文は 15- So杖 ,程告 ･ずい篭は 3枚程度とLTiすo

o Lめきりは ,9月末日ですo

o 原稿送付先

帝 112 東京都文京区大塚 2-1-1

お茶の水女子大学地理学教室内 お茶の水地理編集委員会

Tl∃L 03(943)3151 内線 263

2. 住所 ･勤務 先の変更 .改性 の場合 も上記宛御連絡下さho

3. ク ラス会 ･同窓会などの様子 もか しらせ 下さい.

4. ｢お茶の 水地理 ｣は御希望の方に実費でお頒け致 します ｡ このたび振

替 口座を開設 しま したので御利用下さい.

振替番号 東京 1848番
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